
(57)【要約】

【課題】外周径を必要以上に大きくせずに側面厚を厚く

することができ、しかも照明窓からの照明光を遮ること

もなく、変形や折れ曲がりを防止する。

【解決手段】内視鏡先端部の前面から突出するフード部

２０、先端部の側面に嵌合する嵌合保持部１９を有する

内視鏡用フード１８において、上記フード部２０の内周

面の直径を小さくするようにしてフード部２０の側面厚

を２ｍｍ程度に厚くすると共に、このフード部２０の内

周面に、先端部前面の照明窓を露出させるように、照明

窓光軸と平行となる切り欠き面２１を形成する。また、

送気／送水ノズルに対向する上記フード部２０と嵌合保

持部１９の側面位置に、フード部２０内の不要物質を排

出させる排出口２３を設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 先 端 部 の 前 面 か ら 突 出 す る フ ー ド 部 と 、 上 記 先 端 部 の 側 面 に 嵌 合 す る 嵌 合 保 持 部
と を 有 す る 内 視 鏡 用 フ ー ド に お い て 、
　 上 記 フ ー ド 部 の 内 周 面 の 直 径 を 小 さ く す る よ う に し て フ ー ド 部 側 面 厚 を 厚 く す る と 共 に
、 こ の フ ー ド 部 の 内 周 面 に は 、 上 記 先 端 部 前 面 の 外 周 側 に 配 置 さ れ た 照 明 窓 を 露 出 さ せ る
よ う に 、 照 明 窓 光 軸 と 平 行 と な る 切 り 欠 き 面 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 フ ー ド
。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 フ ー ド 部 は 、 そ の 突 出 量 を 、 光 学 的 拡 大 を 行 わ な い 状 態 の 対 物 光 学 系 の 観 察 範 囲 に
フ ー ド 部 先 端 内 周 の 全 域 が 入 る 長 さ に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用
フ ー ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 先 端 部 の 前 面 に 設 け ら れ た 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル に 対 向 す る 上 記 フ ー ド 部 及 び 嵌 合 保 持
部 の 位 置 に 、 こ の フ ー ド 部 内 の 不 要 物 質 を 排 出 さ せ る 排 出 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 フ ー ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 用 フ ー ド 、 特 に 内 視 鏡 先 端 部 の 前 面 か ら 突 出 し て 配 置 さ れ 、 内 視 鏡 観 察
及 び 処 置 の 各 種 補 助 を す る た め の 機 能 性 の 高 い フ ー ド の 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） の 先 端 部 に 取 り 付 け る 内 視 鏡 用 フ ー ド が 用 い ら れ て お り
、 こ の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け た 状 態 が 図 ８ に 示 さ れ て い る 。 図 ８ に お い て 、 内 視 鏡 先
端 部 １ で は 、 そ の 前 面 に 照 明 窓 ２ 、 観 察 窓 ３ が 配 置 さ れ 、 こ の 照 明 窓 ２ に ラ イ ト ガ イ ド ４
、 上 記 観 察 窓 ３ に 対 物 光 学 系 レ ン ズ ５ が 接 続 し て 設 け ら れ る 。 ま た 、 処 置 具 ６ を 被 観 察 体
へ 導 く た め の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ７ 等 も 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 先 端 部 １ に 、 軟 質 の 合 成 樹 脂 製 か ら な る 円 筒 状 の フ ー ド ８ が 取 り 付 け ら れ
て お り 、 こ の フ ー ド ８ は 、 先 端 部 １ の 外 周 に 嵌 合 し 、 か つ 先 端 部 １ の 前 面 か ら 突 出 す る 状
態 で 配 置 さ れ る 。 こ の フ ー ド ８ は 、 内 視 鏡 先 端 部 １ か ら の 観 察 距 離 を 一 定 に 保 っ た 状 態 で
処 置 部 又 は 被 観 察 体 を 先 端 部 １ に 対 し て 固 定 す る と 共 に 、 良 好 な 観 察 領 域 （ 観 察 性 ） を 確
保 す る 等 の 役 目 を す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 即 ち 、 内 視 鏡 で は 被 観 察 体 の 観 察 や 簡 単 な 処 置 だ け で な く 、 近 年 で は 、 例 え ば Ｅ Ｍ Ｒ （
内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 ） 、 Ｅ Ｓ Ｄ （ 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 ） 等 の 各 種 の 高 度 の 処 置 （ 内 視
鏡 的 手 術 ） も 行 わ れ て お り 、 こ の よ う な 観 察 、 処 置 に お い て 、 フ ー ド ８ は 、 被 観 察 体 や 処
置 部 （ 患 部 組 織 ） 等 と 先 端 部 １ の 前 面 と の 距 離 を 所 望 の 観 察 距 離 で 一 定 に 維 持 し 、 か つ こ
の 距 離 で 処 置 部 を 固 定 （ 処 置 部 と 内 視 鏡 の 関 係 を 固 定 ） す る こ と 等 に よ っ て 切 除 や 剥 離 を
行 い 易 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 Ｅ Ｓ Ｄ で は 、 粘 膜 下 層 に フ ー ド ８ を 潜 り 込 ま せ 、
粘 膜 下 層 か ら （ 上 側 に あ る ） 粘 膜 を 剥 離 す る こ と が 行 わ れ て お り 、 こ の 場 合 の フ ー ド ８ は
、 粘 膜 下 層 で そ の 観 察 （ 視 野 ） 領 域 を 確 保 す る 役 目 を す る 。 更 に 、 拍 動 の 影 響 を 受 け て 動
く 部 位 で は 、 そ の 部 位 の 動 き を 抑 制 す る 役 目 も す る こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ０ ７ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ９ ６ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 公 昭 ５ ９ － １ ５ ６ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 し か し な が ら 、 従 来 の フ ー ド ８ で は 、 そ の 側 面 厚 （ 肉 厚 ） ｔ が １ ｍ ｍ 以 下 と 薄 く な っ て
お り 、 こ の 薄 さ の た め に フ ー ド ８ の 突 出 部 に 剛 性 が な く 、 変 形 や 折 れ 曲 が り が 起 こ り 、 上
述 し た 一 定 観 察 距 離 で の 処 置 部 、 被 観 察 体 の 固 定 、 観 察 領 域 （ 視 野 領 域 ） の 確 保 が 十 分 に
行 え な い こ と が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 こ の よ う な フ ー ド ８ は 、 被 観 察 体 を 単 に 観 察 す る の み の 場 合 は 問 題 な い が 、 上 記
の Ｅ Ｍ Ｒ や Ｅ Ｓ Ｄ 等 の 処 置 に お い て 、 切 除 や 剥 離 を 行 い 易 く す る た め に 、 処 置 部 と フ ー ド
８ の 先 端 位 置 の 関 係 が 観 察 画 面 上 で 確 認 で き る こ と が 好 ま し く 、 本 願 出 願 人 は 、 図 ８ の 鎖
線 の フ ー ド ８ Ａ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ー ド ８ の 突 出 量 ｂ を 従 来 よ り も 長 目 に す る こ と を 提
案 し て い る 。 し か し 、 こ の 場 合 に は 、 フ ー ド ８ の 剛 性 が 更 に 低 く な り 、 フ ー ド ８ の 変 形 や
折 れ 曲 が り を 助 長 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な フ ー ド ８ の 変 形 や 折 れ 曲 が り を 防 止 す る た め に 、 図 ８ の 鎖 線 の フ ー
ド ８ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 側 面 厚 ｔ を 厚 く す る こ と が 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 、 照 明
窓 ２ を 塞 い で 照 明 光 を 遮 る と い う 問 題 が あ る 。 即 ち 、 内 視 鏡 で は 、 狭 い 消 化 器 官 等 に 適 用
す る た め に 、 細 径 化 が 図 ら れ て お り 、 こ の 細 径 化 を 考 慮 す れ ば 、 フ ー ド ８ の 外 径 を 、 細 径
化 し た 内 視 鏡 先 端 部 １ の 径 よ り も 必 要 以 上 に 大 き く す る こ と は 避 け な け れ ば な ら ず 、 フ ー
ド 内 周 面 の 直 径 が 小 さ く す る よ う に し て 側 面 厚 ｔ を 厚 く す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 フ ー ド ８ の 内 周 面 の 径 を 小 さ く す れ ば 、 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 先 端 部 １ の 前
面 （ 先 端 面 ） の 外 周 側 に 配 置 さ れ た 照 明 窓 ２ を 内 面 部 が 覆 う よ う に な り 、 こ の 照 明 窓 ２ か
ら 出 力 さ れ る 照 明 光 を 遮 る こ と に な る 。 な お 、 内 視 鏡 で は 、 先 端 部 １ の 前 面 の 中 心 付 近 に
配 置 さ れ る 観 察 窓 ３ に 対 し 、 照 明 窓 ２ は そ の 外 周 に 配 置 さ れ る の が 基 本 で あ り 、 例 え ば 胃
用 内 視 鏡 で は 、 最 大 限 の 細 径 化 を 図 る 結 果 、 照 明 窓 ２ が 外 周 端 に 配 置 さ れ 、 大 腸 用 内 視 鏡
で は 、 比 較 的 広 い 大 腸 管 内 を 照 明 す る た め に 照 明 窓 の 径 が 大 き く な る 結 果 、 照 明 窓 ２ が 外
周 端 ま で 配 置 さ れ て お り 、 こ の 照 明 窓 ２ を 内 視 鏡 中 心 軸 側 へ 配 置 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 外 周 径 を 必 要 以 上 に 大
き く せ ず に 側 面 厚 を 厚 く す る こ と が で き 、 し か も 照 明 窓 か ら の 照 明 光 を 遮 る こ と も な く 、
変 形 や 折 れ 曲 が り を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 内 視 鏡 用 フ ー ド を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 前 面 か ら 突 出 す る フ ー
ド 部 （ 突 出 部 ） と 、 上 記 先 端 部 の 側 面 に 嵌 合 す る 嵌 合 保 持 部 と を 有 す る 内 視 鏡 用 フ ー ド に
お い て 、 上 記 フ ー ド 部 の 内 周 面 の 直 径 を 小 さ く す る よ う に し て フ ー ド 部 側 面 厚 （ 肉 厚 ） を
厚 く す る と 共 に 、 こ の フ ー ド 部 の 内 周 面 に は 、 上 記 先 端 部 前 面 の 外 周 側 に 配 置 さ れ た 照 明
窓 を 露 出 さ せ る よ う に 、 照 明 窓 光 軸 と 平 行 と な る 切 り 欠 き 面 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 フ ー ド 部 は 、 そ の 突 出 量 を 、 光 学 的 拡 大 を 行 わ な い 状 態 の 対 物
光 学 系 の 観 察 範 囲 に フ ー ド 部 先 端 内 周 の 全 域 が 入 る 長 さ に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 先 端 部 の 前 面 に 設 け ら れ た 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル に 対 向 す る 上 記 フ
ー ド 部 及 び 嵌 合 保 持 部 の 位 置 に 、 こ の フ ー ド 部 内 の 不 要 物 質 を 排 出 さ せ る 排 出 口 を 設 け た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 フ ー ド 部 の 側 面 厚 が １ ｍ ｍ 以 上 （ 例 え ば ２ ｍ ｍ 前 後 程 度 ） に 厚
く さ れ 、 こ の フ ー ド 部 の 内 周 面 に 、 照 明 窓 の 円 周 縁 の 外 側 を 通 る よ う に 曲 面 状 の 壁 面 か ら
な る 切 り 欠 き 面 が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 上 記 請 求 項 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 フ ー ド 部 の 長 さ を 、
３ ｍ ｍ 又 は ４ ｍ ｍ 以 上 と し て 、 こ の フ ー ド 部 先 端 が 対 物 光 学 系 の 視 野 角 内 に 入 る よ う に す
る の で 、 フ ー ド 部 の 先 端 位 置 を 常 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 上 記 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル か ら 空 気 又 は 水 を 噴 射 す る こ と に よ り
フ ー ド 部 内 に 入 り 込 ん だ 粘 液 、 汚 物 等 の 物 質 、 或 い は 粘 膜 組 織 の 切 除 、 剥 離 時 に 発 生 し た
ガ ス が 排 出 口 を 介 し て 排 出 さ れ 、 物 質 が フ ー ド 側 面 と 内 視 鏡 先 端 部 と の 間 に 詰 ま っ た り す
る こ と な く 、 良 好 な 排 出 が 可 能 と な る 。 即 ち 、 排 出 口 を フ ー ド 部 の 側 面 の み に 設 け た 場 合
は 、 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 空 気 又 は 水 の 勢 い で 先 端 部 と フ ー ド 側 面 と の 間 に 粘
液 、 汚 物 等 の 物 質 が 詰 ま る こ と に な る 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 排 出 口 を フ ー ド 部 （ 突 出 部
） か ら 嵌 合 保 持 部 の 位 置 に 渡 っ て 形 成 す る よ う に し 、 粘 液 、 汚 物 等 を 良 好 に 排 出 で き る よ
う に し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 内 周 面 直 径 を 小 さ く す る 形 で 、 フ ー ド の 外 周 径 を 必 要 以
上 に 大 き く せ ず に 側 面 厚 を 厚 く し て 剛 性 を 高 く す る こ と が で き 、 し か も 照 明 窓 か ら の 照 明
光 を 遮 る こ と も な く 、 フ ー ド 部 の 変 形 や 折 れ 曲 が り を 防 止 す る こ と が 可 能 と な り 、 一 定 観
察 距 離 で の 処 置 部 又 は 被 観 察 体 の 固 定 や 、 観 察 領 域 （ 視 野 領 域 ） の 確 保 が 良 好 に 行 わ れ る
と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に は 、 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 フ ー ド の 構 成 、 図 ２ に は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 、 図 ３
乃 至 図 ６ に は 、 先 端 部 に フ ー ド を 取 り 付 け た 状 態 が 示 さ れ て お り 、 ま ず 内 視 鏡 先 端 部 の 構
成 か ら 説 明 す る 。 図 ２ に お い て 、 先 端 部 １ ０ の 前 面 （ 先 端 面 ） １ ０ Ａ に は 、 内 部 の 対 物 光
学 系 に 接 続 さ れ た 観 察 窓 １ １ 、 こ の 観 察 窓 １ １ の 左 右 に 配 置 さ れ 、 内 部 の ラ イ ト ガ イ ド に
接 続 さ れ た ２ つ の 照 射 窓 １ ２ を 有 し 、 ま た 上 記 観 察 窓 １ １ へ 向 け て 空 気 又 は 水 を 噴 射 す る
た め の 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル １ ４ 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ が 設 け ら れ る 。 上 記 送 気 ／ 送 水
ノ ズ ル １ ４ に は 、 内 視 鏡 の 内 部 に 配 設 さ れ た 送 気 ／ 送 水 管 が 接 続 さ れ 、 上 記 処 置 具 挿 通 チ
ャ ン ネ ル １ ５ は 、 内 視 鏡 操 作 部 の 鉗 子 口 か ら 挿 入 し た 高 周 波 ナ イ フ 等 の 処 置 具 を 先 端 部 前
面 １ ０ Ａ か ら 被 観 察 体 内 へ 導 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 フ ー ド １ ８ は 、 透 明 で 軟 質 の 合 成 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 先 端 部 １
０ の 前 面 １ ０ Ａ の 位 置 と な る 図 １ の 境 界 線 Ｅ か ら 右 側 の 嵌 合 保 持 部 １ ９ と 左 側 の フ ー ド 部
（ 突 出 部 ） ２ ０ か ら な り 、 こ の フ ー ド 部 ２ ０ で は 、 そ の 側 面 厚 ｔ が ２ ｍ ｍ 程 度 ま で 厚 く 形
成 さ れ る 。 即 ち 、 従 来 の フ ー ド の 側 面 厚 は 、 １ ｍ ｍ 以 下 で あ っ た が 、 実 施 例 で は 、 フ ー ド
１ ８ の 外 径 は そ の ま ま と し 、 内 周 面 の 直 径 を 小 さ く す る こ と で 、 フ ー ド 部 ２ ０ の 側 面 厚 ｔ
を 厚 く し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 フ ー ド 部 ２ ０ の 先 端 が 観 察 窓 １ １ か ら の 観 察 範 囲 内 で 認 識 で き る よ う に 、 フ ー ド
部 ２ ０ の 長 さ ｄ を 、 ５ ～ ６ ｍ ｍ 程 度 （ ３ ｍ ｍ 或 い は ４ ｍ ｍ 以 上 ） と し て い る 。 即 ち 、 観 察
窓 １ １ を 含 む 対 物 光 学 系 の 視 野 角 内 に 、 フ ー ド 先 端 が 入 る よ う な フ ー ド 部 ２ ０ の 長 さ と す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 観 察 窓 １ １ の 両 側 で 先 端 部 前 面 １ ０ Ａ の 外 周 に あ る ２
つ の 照 明 窓 １ ２ を 露 出 さ せ る よ う に 、 ２ つ の 切 り 欠 き 面 （ 逃 げ ） ２ １ が フ ー ド 部 ２ ０ の 内
周 面 に 形 成 さ れ る 。 即 ち 、 こ の 切 り 欠 き 面 ２ １ は 、 照 明 窓 １ ２ の 円 周 縁 の 外 側 を 少 し 広 め
に 通 る 曲 面 状 の 壁 面 で 、 か つ 照 明 窓 （ 照 明 光 ） １ ２ の 光 軸 と 平 行 と な る 面 と し 、 こ れ に よ
っ て 側 面 厚 ｔ が 可 能 な 限 り 厚 く な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 フ ー ド １ ８ に は 、 そ の 側 面 に 、 フ ー ド 部 ２ ０ と 嵌 合 保 持 部 １ ９ の 両 方 に 渡 る
よ う に 排 出 口 ２ ３ が 設 け ら れ 、 更 に フ ー ド 部 ２ ０ の 上 記 境 界 線 Ｅ 側 に は 、 図 ６ に も 示 さ れ
る よ う に 、 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル １ ４ の 一 部 （ 後 端 側 ） を 配 置 す る た め の 逃 げ 穴 ２ ４ が 設 け ら
れ る と 共 に 、 こ の 逃 げ 穴 ２ ４ の 上 側 に 、 フ ー ド １ ８ を 取 り 付 け る 際 の 位 置 決 め の 目 印 と な
る 小 さ な 孔 ２ ５ が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 フ ー ド 部 ２ ０ の 目 印 孔 ２ ５ を 先 端 部 １ ０ の 送 気
／ 送 水 ノ ズ ル １ ４ の 位 置 へ 合 わ せ て 嵌 合 保 持 部 １ ９ を 内 視 鏡 先 端 部 １ ０ の 外 周 に 嵌 合 さ せ
、 テ ー プ 等 を 巻 く こ と に よ り 、 フ ー ド １ ８ が 先 端 部 １ ０ に し っ か り と 固 定 さ れ る 。 こ の と
き に は 、 切 り 欠 き 面 ２ １ が 照 明 窓 １ ２ を 露 出 す る 位 置 に 位 置 決 め さ れ 、 ま た 逃 げ 穴 ２ ４ が
送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル １ ４ の 上 側 に 配 置 さ れ る の で 、 一 部 が フ ー ド 部 ２ ０ の 内 周 面 へ 入 り 込 む
状 態 の 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル １ ４ が 邪 魔 に な る こ と も な い 。 従 っ て 、 照 明 光 が 照 明 窓 １ ２ の 位
置 で け ら れ る こ と が な く 、 フ ー ド １ ８ を 使 用 す る と き の 観 察 に 必 要 な 量 の 照 明 光 が 確 保 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 実 施 例 の フ ー ド 部 ２ ０ は 、 そ の 側 面 厚 が ２ ｍ ｍ 程 度 と 厚 く な っ て い る の で 、 従
来 よ り も 剛 性 が 高 く な り 、 内 視 鏡 に よ る 観 察 、 Ｅ Ｍ Ｒ 、 Ｅ Ｓ Ｄ を 含 む 処 置 に お い て 、 フ ー
ド 部 ２ ０ が 変 形 し た り 、 折 り 曲 が っ た り す る こ と が な く 、 被 観 察 体 又 は 処 置 部 を 一 定 観 察
距 離 で 固 定 し た 良 好 な 観 察 及 び 処 置 が 可 能 と な る 。 ま た 、 Ｅ Ｓ Ｄ で は 、 粘 膜 下 層 に 潜 り 込
ま せ た 状 態 で 、 視 野 領 域 が 確 実 に 確 保 さ れ る の で 、 粘 膜 下 層 か ら の 粘 膜 剥 離 も 良 好 に 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ７ に は 、 電 子 内 視 鏡 の 場 合 の モ ニ タ ２ ７ の 画 面 が 示 さ れ て お り 、 実 施 例 で は 、 図 示 の
よ う に 観 察 範 囲 （ 視 野 範 囲 ） ５ ０ の 中 に 、 透 明 の フ ー ド 部 ２ ０ の 先 端 内 周 の 全 域 が 見 え る
こ と に な る 。 即 ち 、 上 述 の よ う に 、 フ ー ド 部 ２ ０ の 長 さ （ ｄ ） を ５ ～ ６ ｍ ｍ 程 度 と し て 、
対 物 光 学 系 の 視 野 角 に フ ー ド 先 端 が 入 る よ う に す る の で 、 モ ニ タ ２ ７ 等 で フ ー ド 部 ２ ０ の
先 端 内 周 を 常 に 観 察 で き 、 処 置 が 行 い 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 フ ー ド 部 ２ ０ と 嵌 合 保 持 部 １ ９ に ま た が っ て 形 成 さ れ た 排 出 口 ２ ３ を 有 す る の で
、 汚 物 等 を フ ー ド １ ８ の 内 周 面 と 先 端 部 外 周 と の 間 に 詰 ま ら せ る こ と は な く 、 送 気 ／ 送 水
ノ ズ ル １ ４ か ら の 空 気 又 は 水 の 噴 射 に よ っ て 、 排 出 口 ２ ３ か ら 粘 液 、 汚 物 等 の 物 質 、 或 い
は 組 織 の 切 除 、 剥 離 時 に 発 生 し た ガ ス を 良 好 に 排 出 す る こ と が で き る 。 更 に 、 排 出 口 ２ ３
は フ ー ド 部 ２ ０ と 嵌 合 保 持 部 １ ９ の 両 方 に 渡 る よ う に 設 け て あ る の で 、 フ ー ド １ ８ の 取 付
け 位 置 が 多 少 ず れ た り 、 フ ー ド １ ８ の 製 造 に お け る 排 出 口 ２ ３ の 形 成 時 の ず れ 等 が 生 じ て
も 、 先 端 部 １ ０ の 前 面 １ ０ Ａ に 排 出 口 ２ ３ を 位 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 で は 、 照 明 窓 １ ２ を 回 避 す る 切 り 欠 き 面 ２ １ を 設 け た が 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
１ ５ が 外 周 に 配 置 さ れ る 場 合 に は 、 こ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ を 避 け て 露 出 さ せ る 位
置 に 、 上 記 切 り 欠 き 面 ２ １ と 同 様 の 切 り 欠 き 面 を 設 け る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 フ ー ド の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 正 面 （ 前 面 ） 図
、 図 （ Ｂ ） は 断 面 図 、 図 （ Ｃ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 正 面 図 、 図 （ Ｂ ） は 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け た と き の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け た と き の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け た と き の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け 、 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル の 逃 げ 穴 が 見 え る 状 態 に
し た と き の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 モ ニ タ 上 の 観 察 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 フ ー ド の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ ， １ ０ … 内 視 鏡 先 端 部 、 　 　 　 　 １ ０ Ａ … 前 面 （ 先 端 面 ） 、
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　 ２ ． １ ２ … 照 明 窓 、 　 　 　 　 　 　 　 ３ ， １ １ … 観 察 窓 、
　 ７ ， １ ５ … 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 、 　 １ ４ … 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル 、
　 １ ８ … フ ー ド 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ９ … 嵌 合 保 持 部 、
　 ２ ０ … フ ー ド 部 、 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ １ … 切 り 欠 き 面 、
　 ２ ３ … 排 出 口 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ４ … 逃 げ 穴 。

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 １ 】

(8) JP 2006-325816 A 2006.12.7



专利名称(译) 内窥镜罩

公开(公告)号 JP2006325816A 公开(公告)日 2006-12-07

申请号 JP2005152026 申请日 2005-05-25

[标]申请(专利权)人(译) 富士写真光机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士公司

[标]发明人 大橋克章

发明人 大橋 克章

IPC分类号 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.300.B A61B1/00.650

F-TERM分类号 4C061/AA00 4C061/BB02 4C061/CC06 4C061/DD00 4C061/FF37 4C061/FF40 4C061/GG14 4C161
/AA00 4C161/BB02 4C161/CC06 4C161/DD00 4C161/FF37 4C161/FF40 4C161/GG14

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在不增大外径的情况下增加侧面的厚度，防止变形和弯
曲，而不遮挡照明窗的照明光。 ŽSOLUTION：用于内窥镜的罩18设置
有从内窥镜的远端的前面突出的罩部20和配合到远端的侧面的配合保持
部19，内周面的直径减小罩部20的厚度以使罩部20的侧面的厚度增加大
约2mm，并且远端的前表面处的照明窗暴露于罩部20的内周面以形成与
照明光轴平行的凹口面21。在罩部20与面向供气/供水喷嘴的配件保持部
19之间的侧面位置设置有在罩部20内排出不需要的物质的出口23。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5a65bc15-ef63-4b70-a343-5b761d000dfa
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037548158/publication/JP2006325816A?q=JP2006325816A

